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共 通教 育 ゾーン

1 ．　Abstmct

　The 　student 　life　i皿 university 　campus 　is韮皿 cluded 　i皿 not 　only

the　stUdies　in　lectUre　room 　and 　laboratory　but　also 　the　activity

in　the　other　campus 　facilities　like　ourdoor 　coumion 　space ・

So，　outdoor 　common 　space 　iS　essential　to　take　a　rest 　fbr・a

change 　of 　pace，　 to　deepen　丘iends　and 　acquai 皿tances　fbr

student ．

Therefore
，
　on 　this　stUdy ，　analyze 　outdoor 　common 　spaces 血

Campuses，　The　pu町）ose 　of　this　 s加 dy　is　to　show 　adequate

composition 　ofoutdoor 　common 　spaces 　to　stay　behavior．

2 ．は じ めに

　大学キ ャ ン パ ス で は、機能的 に様 々 な建物 が 必 要 とさ

れ、それ と同時に、外部空間が生 じ る。こ の よ うな外部

空間は 、 建築を設 計 した 後 に 残 され た単な る 屋 外空間 と

して 捉 え るの で は な く、積極的 にデザイ ン す る対象 と し

て 考え られ るべ きで ある。こ の よ うに、キ ャ ン パ ス の 外

部空 間はある意味で は最もキ ャ ン パ ス ら し さが具現化 さ

れ て い る 場所 の
一

つ で あ る とい え る。

　また、大学 キ ャ ン パ ス にお ける学生生 活は、講義室 や

研 究室にお ける学業だけで は な く、 大学 で の 経験 を豊 か

な も の に す る他 の キ ャ ン パ ス 施設（主に 外部 コ モ ン ス ペ

ー
ス ）に お い て の ア ク テ ィ ビ テ ィ も含 まれ る。

　 よ っ て 、キ ャ ン パ ス の 外部空間 は、学 生 が 休 息 や 気 分

転換を し た り、思索した り、交友関係 を深め る に は 不 可

欠 な場所で あ る。そ こ で 、外部空間 の 利 用方法や振 る舞

い の 原因を明 らか にする こ と を 目指 し、キ ャ ン パ ス の 外

部 コ モ ン ス ペ ース に お け る学生 の ア ク テ ィ ビテ ィ に っ い

て 研 究 して い く必要 が ある。

　そ こ で、本研究 で は 大学キ ャ ン パ ス の 外部空聞 の 分析

を行 い 、滞在行動に適 した外部空間 の 構成を明 らか にす

る こ と を 目的 とす る。ま た 、コ モ ン ス ベ ース の 現 状 を調

査す る こ とに よ り、計画に必要な知見を得 る こ とも目的

とす る 。

　また、既往研究では、観察調査及び ア ン ケ
ート調査 に

よ り、共通 教育ゾー
ン の 利用実態や学生 の 居場所に関す

る 研究 が され て お り 、 主 に 建物 内で の 学 生 の 利 用 実態 、

居場所にっ い て の 考察が され て い ます。

　 しか し、共 通教育ゾーン で の 居場所 として、建物 内外

を切 り離 し て 考 え る の で は な く、建物内外を含め た学生

の 為の 居 場所作 りが 重要 だ と考え られ る。そ こ で 、本研

究 で は共通教育ゾー
ン の 外部 コ モ ン ス ペ ー

ス に 着 目 し、

学生 の 利 用状況や居場所につ い て 研究を行 う。

　三 重大学 の 概要 を表 1 に示す。

表 1 大 学概 要 （2010 年 S 月 1 日現 在）

大学名 三 重大学

学校種別 国立

設置 1949 年

所在地 三 重県津市栗真町屋 町

学 部
人 文学部、教育学部、医学部、工 学 部、生 物

資源学 部

総面積 約53 万 r 

生 徒数 学部6167 人、大 学院 1253 人、専 攻 科6人

教員数 755 人

3 ．調査概要

　調査 はマ ッ ピ ン グ調査、ビデオカメ ラに よる撮影、写

真撮影に よ る滞在行動の 場面抽出を行なっ た 。

　 ・調査場所 ：三重大学共通教育ゾー
ン　外部ス ペ ー

ス

　 。調査 日 ： 10月 29 日（金）

　 ’
調査時問 ： 11：40〜13；20、14：00〜豆5 ；00

　 ・調査員 ： 6名

　マ ッ ピ ン グ調査 15 分＋休憩 ・準備 5 分を 1セ ッ ト（20

分）と して 、計 8セ ッ ト行な っ た。

8 三重大 学大 学院工 学 研 究 科　博 士 前期
．
課 程

＊ ＊
三 重 大学大学院 工 学研 究科　教授　博士 （工 学）

Graduate　StUdent　Graduate　School　ofEng ．♪4ie　Univ．

1’rof ．，　Graduate　Sohool　ofEng ，，Mie　Uniy．
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　共通教育ゾー
ン と は、共 通教育棟（共通 1、2、3、4 号

館）、第
一

体育館、図書館、第
一

食堂 に よ っ て 囲まれ た ゾ

ー
ン で ある（図 1）。 今回 は 、 そ の 中で も滞在者が 最も多い

第一食堂回 りの 外部ス ペ ー
ス を調査対象 とした。以 下 に

調 査範囲 の 配 置図 を示 す。また、調査 に あた り、調査範

囲を A 〜E の 5 つ の ゾーン に 分けた。（図 2）

図 1 共通 數育 ゾ
ー

ン
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図 3A 〜E ゾーンにお け る体位 別滞在者数

図 2 第一食堂 回 り配 置図

4 ．調査結果

　調査 に よ り、313人 の 滞在者 の サ ン プル を得 た 。

　 時間毎 の 滞在者数 を見る と、当然 の こ とな が ら、昼休

み （12：00 〜13；00）を含む 11：40〜13；20 の 時間帯 の 方が

14：00〜15：00 の 時 間帯に 比 べ 、滞在者数 が 多 く、また昼

休 み とそ れ 以 外 の 時間 で は 大きく滞在者数 に差 が あ るこ

とが 分 か っ た 。（図 3）

　 ゾ
ー

ン 別に見 ると、11：40〜13：20、14：00〜！5：00 の 両 時

間帯 と も A ゾー
ン が 最 も滞在者が多 く、D ゾーン が 最 も

少ない （図 4）。A ゾー
ン はテ

ー
ブル ・ベ ン チが多く設置 さ

れ て お り、 グル ープ で の利用に適 して い るが、D ゾー
ン

は樹木 の 回 りの サ
ー

クル ベ ン チ が主な着座場所 となる為、

グル
ープ で の 利 用 に あ ま り適 して い な い こ とが理 由 と し

て挙げられ る。A 、　 C ゾーン 共 に多くの テ
ーブル とベ ン

チ が 並 べ られ て い るが、A ゾーン の そ れ ら は容易に動か

す こ とが出来、利用者に多様な使 い 方 を与 え る。一
方 、

C ゾーン の そ れ らは 容易に動 か す こ と が 出来 な い 。ま た 、

A ゾーン には灰 皿 が あ り、喫煙者に好まれ る ゾ
ー

ン で あ

る と言え る 。 こ の ように い くつ か の 滞在行動を契機づ け

る要素があ り、それ らの 要素 が増えれ ば増え る ほ ど、よ

り滞在場所 と して 好 ま れ る こ とが分か っ た 。

　滞在体位別 に見る と、A 〜D ゾー
ン は立位 よ りも座位

で の 滞在が多 く、E ゾー
ン の み 、座位よ りも立位で の 滞

在が多 い 。こ の 理 由 と して は 、E ゾー
ン は ベ ン チ 等 の 設

置が少 な い こ とが挙げ られ る。

　総滞 在者数 に占め る男 女 の 割合は男性 562％ 、 女性

43．8％で 、やや 男性 が女性 を 上 回 っ た 。B 、C ゾー
ン で は、

女性数 が男性数を上回る結果 とな っ た。（図 5）

ゾーン

時間

A B C D E

立 位 座 位 立位 座 位 立位 座 位 立 位 座位 立 位 座 位

11：40一誓 ：55 1 13 0 2 ア 4 0 0 6 0

12；0〔ト12；15 7 21 13 6 3 12 3 0 18 o

12：20−12：35 4 29 6 16 3 19 o 3 8 0

12：40−12：55 5 20 2 11 o 15 0 4 7 0

13：00−13：朽 0 2 0 0 0 1 0 1 2 1

体位別合計 17 B5 21 35 1351 3 8 41 1

合計 102 56 64 科 42

14：00−14：15 1 4 0 4 0 o 0 0 2 0

1420一蕃4：35 1 6 0 2 3 o o 0 3 o

14：40−14：55 1 7 1 o 2 0 0 0 1 0

体位別 合 計 3 17 1 6 5 0 0 0 6 G

合 計 20 7 5 o 6

総合計 122 63 69 11 48

一458一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohrteotural エnstrtute 　 of 　 Japan

r甲冊1ρ〜【1げ汀π1曜丁【「配【了　　　　了毛・鳩 巾ヒ
A げ　了　r　　　　　　　　　　耐「尸　　　　卜 ， 實 「 ：

争 一　　
・
　 F　

臼 Fr1 石广、ト　　　　匸 章

1匸 匸

ハ

B ・5　　　 　　　 穿　　 　　　　 　 ，
弘　 ・　 　 　 6　 ・　　　　　　匸

一i： ，
　’「　1

；i・
，1

匸
　 ｛

　 　 1弓、　匸
ご 一

1
『 卍 囲 11　 0−1320

11
、

CDEF面　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　 　 　 　 　配　 ；，
　　　　　　 多・　　　　　 孑
嬲 ご 駒

・・ビ・
r・　　　 ゲ　

ru・ ・匸　 　　　　 　　　　 　　　　 、　 ゆ』1　　　　　　　　　　　　　　　　　肖　　　　　　　｛ 厂「『

  騨 騨
”

　　　　「 、1、F

　　トげ耐L　　F
　　　　　　　　　了冒　　　了　こ，　　　　　　ゴF
　、ヒ F 肖匸

ぞi∵ ・

　， F

；
匸
ジ
匸

　二

，」｝1i
、

　…
　1匸己肖
1　　 き

　　　　　帆

　　　　　：1匸　　　　　　さ
　 　 　 　

「・i・壱＿一

，

」、

，

ト　ト
：
　 　 蕚「

、蝋 。
．15、四1

」…
0　　　 20　　　 40 　　　60

滞在人数（人）

＆0100120

図 4　ゾー
ン別 滞在人 数

図 5 男女別滞在 人数

〈 A ゾー
ン ＞

　A ゾー
ン は、5 つ の ゾー

ン の 中で 最も滞在者が多 く、

テ ーブル やイ ス を動 か して の グル
ー

プで の 飲食によ る滞

在者が多く 見 ら れ た 。 また 、灰 皿 が 設置 され て い る 為 、

喫煙 による滞在 も多く見 られ た。（図 6）

　花壇の 縁 へ の 着座滞在も見 られた。（図 7）

　 こ の ゾーン に は ご み 箱 が 無い 為、ごみ箱 の 設置に より、

使 い やす さが 向上す ると考え られ る。

　最 も滞在者が多か っ た 12：20〜12：35 の 時間帯 の プ ロ ッ

ト図を下 に 示 した。（図 8）

図 6
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図 8A ゾ
ー

ン プ ロ ッ ト図（1220 〜12．35）

〈 B ゾー
ン 〉

　図 9 に 見 られ る樹木に囲まれた ベ ン チ は
一

人 で の 滞在

者が 多く見 られ た。ま た 、グル
ープ で の 飲食 に よ る滞在

者 も多く見 られた．（図 10）

図 9

〈 C ゾ
ー

ン ＞

　C ゾー
ン で は 、学祭 で の 喫茶店 の 宣伝 も兼ね て 、ジャ

ズ サ ークル （Sロ my 　All　Stars）に よ る ジ ャ ズ の 演奏（12：15〜

12：45）が 行なわれ て お り、非 日常的で は あ る が、地 べ た

に直接腰を下ろ して の滞在や写真撮影 を行 う人や演奏を

眺め るとい っ た滞在者が 見 られ た。（図 ll、12）

飜
欝灘鞭

図 ll　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 図 12

　図 13 に C ゾー
ン に おけるプ ロ ッ ト図を示す。
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図 13　C ゾーン プ ロ ッ ト図（12iOO
〜12：15〕

i

＜D ゾー
ン ＞

　D ゾーン は、5 つ の ゾー
ン の 中で最 も滞在者 が 少 ない

ゾー
ン で あ る 。 樹木 の 回 りの サークル ベ ン チ で の

一
人で

の 滞在者が 見 られた。

　また、C ゾーン と同 様 に ジ ャ ズ の 演奏を聴く人 が 見 ら

れ た。（図 14）

　樹木 の 回 り に サ
ークル ベ ン チ が 設置 され て い るが、あ

ま り利用者 がい な い の が現状で あ る 。 そ こ で 、 直接腰 を

下 ろ せ る芝生空間 の 整備をするこ とで 、他 の ゾー
ン との

違 い を 出 し、滞在者 の 増加 を促進する こ と も考え られる。

図 14 図 15

〈 E ゾー
ン ＞

　E ゾー
ン は、テ ーブル やイ ス が あま り設置 され て い な

い 為、滞在者は比較的少 なか っ た 。 また、待 ち合わ せ に

よ る 滞在者が 見 られ た 。（図 15）

　段 差（花壇 の 縁〉、灰 皿 と い う滞在行動 を契機 づ ける要

素 があ り、それ らの 要素が増えれば増 え る ほ ど、よ り滞

在場所 と し て好まれ る こ とが分か っ た。

　三 重大学全体 に言える こ とで はあるが 、直接 、腰を下

ろせ る芝生空間が無い為、直接、腰 を下 ろせ る芝生空間

の 整備をする こ とで 、さ らに多様な滞在 ・利用を促進で

き る と考え られ る。

　また、芝生空間と 同様に親水空間 も無い 為、親水空間

の 整備 も行 な うこ とで、コ モ ン ス ペ ー
ス を快適で 、 魅力

的 なもの に 変え、リ ラ ッ ク ス で き る要因 となるため、憩

い の 空間 が 創 出で き る と考えられ る。

　ま た 、B ゾー
ン の ベ ン チ 等、壊 れ か けて い る ベ ン チ等

の フ ァ ニ チ ー
？・
・一の 更新を行な うこ とで、よ り好まれる外

部 コ モ ン ス ペ ー
ス の 実現 が で きる と考 えられ る 。

5 ．ま とめ

　本研究 で は、滞在行動 の 観点 か ら三 重大学の 共通教育

ゾ
ー

ン の 外部 コ モ ン ス ペ ー
ス に お い て 調査 ・分析 を行 な

っ た。そ の 結果、A 、　 C ゾ
ー

ン で の 滞在者が 多い こ とが

分 か っ た。両 ゾー
ン 共 に 多 くの テ

ーブ ル とベ ン チが並べ

られ て い る。加 え て 、A ゾー
ン に は 灰 皿 が あ り、喫煙者

に好まれ るゾ
ー

ン で あると言える。こ の よ うに い くっ か

の 滞在行動を契機 づ け る 要素が あ り、そ れ らの 要素が 1
つ 2 つ と増えれ ば増え る ほ ど、よ り滞在場所 として 好 ま

れ るこ とが分か っ た 。

　今後は、共通教育ゾ ー
ン や大学全体 にお ける 新 し い コ

モ ン ス ペ ー
ス の 在 り方 の 提 案（レ イ ア ウ ト提 案）を 目標 に

滞在行動や ウ ェ イ フ ァ イ ン デ ィ ン グ の 観点 か ら、 調査 ・

研究 を進 め て い きた い と考えて お りま す。

〈 三 重大学 にお ける課題 〉

・直接、腰 を下 ろせ る芝生空間 の 整備
・未整備 の 親水空間 の 整備
・

フ ァ ニ チ ャ
ー

の 更新

6 ．今後 の 研 究課題

　今回は、10 月 に 調査 を行な っ て お り、
一
年間に お け る

一
例に しか 過 ぎない 。今後 は様 々 な季節で 調査 を行 う必

要 が あると考え られ る。また、共通教育 ゾー
ン を研 究す

る た め に は、外部 コ モ ン ス ペ ー
ス を研 究対象 とす る だけ

で な く、そ の 周辺 の 施設や 活動場所の 利用状況 も把握 し

なけれ ばな らな い 。
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